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現
在
、
米
国
で
は
、
病
理

ス
ラ
イ
ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
お
り
、
診
断
業
務
が

顕
微
鏡
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
画
面
に
移
行
中
で
あ

る
。
従
来
通
り
に
ガ
ラ
ス
の

ス
ラ
イ
ド
を
作
成
後
、
顕
微

鏡
像
を
専
用
の
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
取
り
込
み
、
取
り
込
ん
だ

画
像
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
画
面
上
で
、
倍
率
と
フ
ィ

ー
ル
ド
を
変
え
な
が
ら
、
顕

微
鏡
と
同
じ
よ
う
に
見
て
ゆ

く
。
現
在
は
移
行
期
間
と
い

う
こ
と
で
、
顕
微
鏡
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
希

望
す
れ
ば
ガ
ラ
ス
の
ス
ラ
イ

ド
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

正
式
な
許
可
も
お
り
、
技
術

的
に
で
き
な
い
一
部
の
染
色

を
除
い
て
、
１
０
０
％
デ
ジ

タ
ル
化
の
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。

　

病
理
診
断
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
ス
ラ
イ
ド
の
輸
送
の
必

要
が
な
く
、
他
の
医
師
へ
の

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
も
簡

単
で
、
非
常
に
便
利
で
あ

る
。
将
来
的
な
Ａ
Ｉ
の
導
入

も
合
わ
せ
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
道
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
長
年
顕
微
鏡
を
使
っ

て
い
た
者
と
し
て
は
、
慣
れ

る
の
に
非
常
に
苦
労
し
て
い

る
。

　

慣
れ
な
い
と
言
え
ば
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
講
義
も
そ
う

だ
。
数
人
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ら
よ
い
が
、
参
加
者
が
１

０
０
人
を
超
え
る
よ
う
な
講

義
に
な
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
受
講
者
の
様
子
や
反
応

が
わ
か
ら
ず
、
個
人
的
に
は

と
て
も
や
り
に
く
い
。
加
え

て
、
こ
の
よ
う
な
職
場
環
境

に
必
要
な
設
備
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
回
線
と
パ
ソ
コ
ン
だ
け

で
あ
る
た
め
、
時
間
と
場
所

を
問
わ
ず
、
同
僚
か
ら
顕
微

鏡
診
断
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
き

て
、
落
ち
着
か
な
い
。
一
方

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が
普

及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
米

国
に
い
な
が
ら
、
日
本
の
先

生
方
に
お
話
し
す
る
機
会
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
病
理
診
断
が

一
般
的
と
な
る
折
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
講
義
の
よ
う
に
、

施
設
や
国
の
枠
を
超
え
て
、

一
緒
に
デ
ジ
タ
ル
ス
ラ
イ
ド

を
見
な
が
ら
討
論
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
新

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
痛
み

を
伴
う
が
、
そ
の
日
が
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
。

（
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
ロ
ー
ン

ケ
タ
リ
ン
グ
癌
セ
ン
タ
ー　

血
液
病
理
学
教
室

�

矢
部
麻
里
子　

77
回
）

　

令
和
６
年
度
三
四
会
全
国

支
部
長
会
は
、
10
月
５
日

（
土
）
18
時
か
ら
オ
ー
ク
ラ

東
京
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ
ワ
ー

１
階
、
曙
の
間
で
開
催
さ
れ

た
。
懇
親
会
を
伴
う
現
地
参

加
形
式
で
行
わ
れ
、
全
国
よ

り
、
遠
方
は
沖
縄
、
宮
崎
、

広
島
、
岡
山
、
兵
庫
、
和
歌

山
、
奈
良
、
福
井
、
富
山
、

東
海
の
支
部
長
を
は
じ
め
計

30
名
の
支
部
長
（
支
部
長
代

理
を
含
む
）
に
出
席
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
今
回
は
、
麻

生
泰
連
合
三
田
会
会
長
に
も

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

会
は
、
塾
歌
の
斉
唱
に
始

ま
り
、
ま
ず
は
武
田
純
三
三

四
会
会
長
（
52
回
）
か
ら
の

開
会
の
辞
、
そ
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
た
支
部
長
へ
の
感

謝
を
述
べ
ら
れ
、
三
四
会
支

部
と
三
田
会
と
の
連
携
の
重

視
、
三
四
会
の
名
称
と
歴
史

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
ま
た

三四会全国支部長会開催三四会全国支部長会開催

今
月
の
体
育
会

　

11
月
に
入
り
夏
の
暑
さ
が
影
を
潜

め
、
日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
体
育
会
の
活
動
状
況
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

8
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
67
回

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会　

夏
季
競
技
ま
で
の
総
合
成
績
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
本
塾
は
、
総
合
5

位
、
男
子
1
位
、
女
子
20
位
、
男
女

合
同
2
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
度
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
本
塾

に
と
っ
て
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
日
頃
よ
り
温
か
い
ご

支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度

は
、
優
勝
２
部
門
、
準
優
勝
3
部

門
、
3
位
2
部
門
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
部
活
は
8
月
の

東
医
体
で
幹
部
代
交
代
が
行
わ
れ
、

新
し
い
代
で
の
運
営
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
来
年
の
8
月
こ
そ
は
皆
様

に
よ
り
良
い
ご
報
告
が
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
12
月
、
3
月
に
は
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
ス
キ
ー
部
門
の
冬
季

競
技
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本

年
度
の
東
医
体
全
競
技
が
無
事
に
行

わ
れ
、
良
い
結
果
を
ご
報
告
で
き
る

よ
う
、
残
り
少
な
い
で
す
が
努
力
を

重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
医
学
部
体
育
会
の
目
標

で
あ
る
東
医
体
優
勝
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
５
年　

石
﨑
夢
乃
）

夏
季
競
技
ま
で
の
総
合
成
績
発
表

総
合
で
５
位

総
合
で
５
位

第
67
回
東
日
本
医
科
学
生

総
合
体
育
大
会

　

２
０
２
４
年
10
月
26
日
に

第
１
３
４
回
生
涯
教
育
研
修

セ
ミ
ナ
ー
『
糖
尿
病
合
併
症

の
新
し
い
治
療
戦
略
』
が
現

地
・
リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
開
会
に
あ
た

り
、
医
学
部
長
、
慶
應
医
学

会
長
の
金
井
隆
典
先
生
、
三

四
会
副
会
長
の
渡
辺
真
純
先

生
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
糖
尿
病
患
者
に

含
ま
れ
る
高
齢
者
の
割
合
が

第
１
３
４
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

『
糖
尿
病
合
併
症
の

�

新
し
い
治
療
戦
略
』

林 　

香（
83
回
）

内
科
学
教
室（
腎
臓
内
分
泌
代
謝
）

参加者による集合写真

菱
川
彰
人
先
生

目
黒
周
先
生

尾
原
秀
明
先
生

金
子
英
弘
先
生

林
香
先
生

元応援指導部の山上理事の指揮によるエール 肩を組んで「若き血」を斉唱

鈴木横浜支部長による代表挨拶

新
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利

用
状
況
に
関
し
て
説
明
さ
れ

た
。

　

支
部
長
代
表
挨
拶
で
は
、

横
浜
支
部
長
の
鈴
木
彰
先
生

（
51
回
）
よ
り
、
横
浜
支
部

の
ご
紹
介
そ
し
て
秋
に
予
定

さ
れ
て
い
る
横
浜
支
部
会
の

概
要
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、

三
田
会
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て
も
語
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、
麻
生
泰
連
合
三

田
会
会
長
よ
り
、
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
故
武
見
太
郎

先
生
が
麻
生
会
長
の
義
父
で

あ
り
、
以
前
よ
り
三
四
会
と

の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
、

武
見
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

「
過
去
の
延
長
で
は
な
く
未

来
を
見
す
え
て
」
と
い
う
考

え
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
仲
間
と
刺
激
し
あ
う
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
点
で

三
田
会
と
三
四
会
と
の
連
携

に
期
待
し
て
い
る
と
の
、
温

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。

　

金
井
隆
典
医
学
部
長
（
67

回
）
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
の
学
費
高
騰
を
危
惧

し
、
北
里
柴
三
郎
未
来
人
材

育
成
基
金
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
を
説
明
さ
れ
、
支
部
長
の

先
生
方
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｂ
Ｉ�

Ｂ
ｉ
ｏ
２
Ｑ
セ
ン
タ
ー
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
信
濃
町
、
麻
布
台
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
し
て
も
報
告
さ

れ
た
。

　

松
本
守
雄
病
院
長
（
65

回
）
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
の
実
績
報
告
が
な
さ

れ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
で
三
四
会
員
の
医

療
機
関
と
連
携
の
更
な
る
強

化
を
支
部
長
の
先
生
方
に
お

願
い
し
た
。
ま
た
、
昨
年
新

た
に
な
っ
た
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
・
実
績
報
告
、

そ
の
移
転
に
よ
り
空
い
た
３

号
館
３
階
に
お
い
て
、
個
別

診
療
お
よ
び
自
由
診
療
に
つ

い
て
今
後
の
方
針
を
話
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革

で
の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
と
職
員

待
遇
改
善
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
。

　

続
い
て
、
宮
川
義
隆
理
事

（
70
回
）
よ
り
、
新
会
員
名

簿
発
行
の
概
要
と
予
定
に
関

し
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

古
梶
清
和
三
四
会
副
会
長

（
63
回
）
よ
り
、
三
四
会
功

労
賞
・
社
会
功
労
賞
の
推
薦

を
、
三
四
会
支
部
か
ら
も
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
お

願
い
を
し
た
。

　

島
﨑
美
奈
子
三
四
会
副
会

長
（
61
回
）
が
、
閉
会
の
辞

を
述
べ
、
三
四
会
全
国
支
部

長
会
は
い
っ
た
ん
閉
会
し
、

隣
の
懇
親
会
会
場
へ
移
動
し

た
。

　

懇
親
会
は
、
司
会
を
山
上

淳
三
四
会
理
事
（
77
回
）・

橋
本
正
弘
理
事
（
85
回
）
に

交
代
し
、
古
梶
清
和
三
四
会

副
会
長
（
62
回
）
が
、
開
会

の
辞
を
述
べ
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
富
山

県
支
部
長
の
笠
島
學
先
生

（
51
回
）
に
お
願
い
し
、
挨

拶
と
と
も
に
乾
杯
が
行
わ
れ

た
。

　

し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
支
部

長
全
員
に
、
学
年
の
上
の
方

か
ら
順
番
に
一
人
2
分
の
持

ち
時
間
で
、
三
四
会
支
部
の

近
況
を
含
め
た
ご
意
見
や
ご

要
望
を
い
た
だ
い
た
。
遠
方

よ
り
多
く
の
支
部
長
が
参
加

し
た
支
部
長
会
で
、
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

渡
辺
真
純
三
四
会
副
会
長

（
64
回
）
に
よ
る
閉
会
の
辞

の
後
、
元
応
援
指
導
部
の
山

上
淳
三
四
会
理
事
の
指
揮
の

元
、
恒
例
の
如
く
肩
を
組
ん

で
の
「
若
き
血
」
の
斉
唱
・

エ
ー
ル
に
て
、
会
は
締
め
く

く
り
、
散
会
と
な
っ
た
。

（
支
部
担
当
理
事

�

齋
藤
淳
一　

外
72
回
）

令和6年度

制
医
療
セ
ン
タ
ー
長
、
72
相

当
）
に
「
糖
尿
病
の
血
管
合

併
症
～
心
腎
代
謝
連
関
～
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
糖
尿

病
を
治
療
す
る
主
目
的
の
一

つ
で
あ
る
慢
性
血
管
合
併
症

に
つ
い
て
、
心
腎
代
謝
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
も
い
う
べ
き
臓

器
連
関
に
基
づ
い
て
理
解
す

る
必
要
性
と
、
治
療
薬
の
最

新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
席
は
菱
川
彰
人
先
生

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内

科
学
教
室
（
腎
臓
内
分
泌
代

謝
）
助
教
、
91
回
）
に
「
糖

尿
病
性
腎
臓
病
の
現
在
と
未

来
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

糖
尿
病
関
連
腎
臓
病
の
現
在

の
治
療
を
紹
介
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
治
療
薬
を

使
用
し
て
も
な
お
存
在
す
る

残
余
リ
ス
ク
の
克
服
に
向
け

た
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
変
化
や
Ｄ

Ｎ
Ａ
損
傷
修
復
に
注
目
し
た

基
礎
研
究
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
席
は
、
金
子
英
弘
先

生
（
東
京
大
学
医
学
部
付
属

病
院
循
環
器
内
科
先
進
循
環

器
病
学
講
座
特
任
准
教
授
、

83
回
）
に
「
リ
ア
ル
ワ
ー
ル

ド
デ
ー
タ
研
究
を
心
血
管
合

併
症
予
防
に
生
か
す
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
多
く
の
リ

ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
研
究

の
成
果
と
生
活
習
慣
病
全
般

の
予
防
を
目
指
し
た
社
会
実

装
に
関
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
四
席
は
尾
原
秀

明
先
生
（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
（
一
般
・

消
化
器
）
准
教
授
、
72
回
）

に
「
末
梢
動
脈
疾
患
に
対
す

る
治
療
の
現
状
と
展
望
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
糖
尿
病

や
末
期
腎
不
全
患
者
で
多
く

見
ら
れ
る
末
梢
動
脈
疾
患
、

重
症
下
肢
虚
血
に
関
し
て
、

現
在
の
最
先
端
の
治
療
法
か

ら
将
来
展
望
ま
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
ご
講

演
も
大
変
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
で
あ
り
糖
尿
病
合
併
症
の

治
療
戦
略
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
閉
会
に
あ
た

り
、
共
催
頂
き
ま
し
た
大
正

製
薬
株
式
会
社
取
締
役
常
務

執
行
役
員
、
北
谷
脩
様
か
ら

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
涯

教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

委
員
長
、
慶
應
医
師
会
長
の

佐
々
木
淳
一
先
生
か
ら
閉
会

の
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
四
名
の
先

美
容
医
療
外
来

（
１
）

　

美
容
外
科
は
形
成
外
科
の

一
分
野
で
す
が
、
今
回
、
痩

身
、
黒
子
、
瘢
痕
（
き
ず
あ

と
）
の
治
療
の
自
由
診
療
外

来
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
形
成

外
科
学
で
長
ら
く
研
究
を
行

っ
て
い
る
「
瘢
痕
を
残
さ
な

い
皮
膚
再
生
」
の
基
礎
研
究

に
関
連
し
て
い
ま
す
。
診
療

は
完
全
予
約
制
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
悩
み
に
時
間
を
と
っ

て
丁
寧
に
コ
ン
サ
ル
ト
し
、

ご
満
足
の
い
た
だ
け
る
施
術

を
施
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

赤
ち
ゃ
ん
の
頭

の
か
た
ち
外
来

（
２
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
蓋
変
形
の

多
く
は
、
病
的
な
頭
蓋
縫
合

早
期
癒
合
症
に
伴
う
も
の
で

は
な
く
、
向
き
癖
な
ど
外
部

か
ら
の
圧
力
が
原
因
の
頭
の

歪
み
で
す
。
そ
う
い
っ
た
状

態
を
非
侵
襲
的
に
改
善
さ
せ

る
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
囲

が
急
成
長
す
る
生
後
３
ヶ
月

～
生
後
６
か
月
頃
ま
で
の
間

に
、
治
療
用
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
作
成

慶
應
義
塾
大
学
病
院
３
号
館
（南棟）
３
階
で

新
た
な
自
由
診
療
を
開
始
し
ま
し
た 医

食
同
源
生
薬
研
究
財
団
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

褒
賞
授
与

津
金 

昌
一
郎
君（
60
回
）

　

２
０
２
４
年
11
月
8
日
公

益
財
団
法
人�

医
食
同
源
生

薬
研
究
財
団
（
代
表
理
事�

米
井
嘉
一
、
同
志
社
大
学
教

授
61
回
）
に
よ
る
第
1
回
褒

賞
授
与
式
が
品
川
・
ザ
・
プ

リ
ン
ス
さ
く
ら
タ
ワ
ー
東
京

で
開
催
さ
れ
た
。
褒
章
は
、

食
育
に
関
し
て
、
と
り
わ
け

社
会
実
装
の
観
点
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
高
度
の
研
究
活
動

や
技
術
開
発
、
実
践
（
普
及

活
動
）
を
す
る
こ
と
に
よ
り

顕
著
な
貢
献
を
し
た
個
人
又

は
法
人
に
授
与
さ
れ
る
。

　

津
金
昌
一
郎
君
（
国
際
医

療
福
祉
大
学
院
教
授　

60

回
）
が
、「
食
育
」
に
関
す

し
、
約
半
年
間
装
着
し
ま

す
。
小
児
、
脳
外
、
形
成
が

連
携
し
て
、
病
気
に
よ
っ
て

歪
み
が
生
じ
て
い
る
の
か
、

ま
た
は
位
置
的
変
形
な
の

か
、
適
切
な
診
断
に
基
づ

き
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
＆
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
３
）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
つ

の
自
由
診
療
を
開
始
し
ま
し

た
。
一
つ
は
多
血
小
板
血
漿

（
Ｐ
Ｒ
Ｐ
）
療
法
で
す
。
本

治
療
は
近
年
国
内
外
で
急
速

に
広
ま
っ
た
治
療
法
で
あ

り
、
自
身
の
血
液
を
採
取
し

遠
心
分
離
機
に
か
け
必
要
な

内
容
分
を
自
身
の
傷
ん
だ
組

織
に
注
射
す
る
こ
と
で
治
療

効
果
を
期
待
す
る
治
療
法
で

す
。
も
う
一
つ
は
メ
デ
ィ
カ

ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
す
。
医

師
と
ト
レ
ー
ナ
ー
が
密
に
連

携
し
、
医
学
的
お
よ
び
科
学

的
に
適
切
な
運
動
療
法
を
提

供
し
ま
す
。
確
か
な
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
一
人
ひ
と
り

に
適
し
た
「
運
動
」
を
「
処

方
」
い
た
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ロ

モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

（
４
）

　

ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
は
、
神
経
活
動
を
外

部
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
変

化
さ
せ
る
こ
と
を
表
し
ま

す
。
脳
卒
中
や
脊
髄
損
傷
な

ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
神
経
活

動
の
低
下
や
過
活
動
を
ニ
ュ

ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

術
に
よ
り
整
え
、
運
動
練
習

の
効
果
を
高
め
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
先
端
的
な
医

療
機
器
を
活
用
し
、
科
学
的

な
根
拠
に
基
づ
く
治
療
を
安

全
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
の
生
活
が

よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
外
来

（
５
）

　

同
じ
が
ん
で
も
、
が
ん
細

胞
の
遺
伝
子
変
化
は
患
者
さ

ん
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
が

ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は
一

度
に
数
百
種
類
の
遺
伝
子
変

化
を
検
査
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
こ
の
検
査
に
よ
り
、

が
ん
の
性
質
を
よ
り
細
か
く

理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
治
療
法
を
選
択
で
き
る

可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
保

険
診
療
に
よ
る
が
ん
遺
伝
子

検
査
の
適
応
で
な
い
患
者
さ

ん
、
詳
し
い
検
査
を
早
く
行

い
た
い
患
者
さ
ん
な
ど
に
自

由
診
療
に
よ
る
が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

生
方
、
本
学
関
係
者
の
皆

様
、
共
催
頂
き
ま
し
た
大
正

製
薬
株
式
会
社
、
ま
た
現
地

に
ご
出
席
あ
る
い
は
ご
視
聴

下
さ
い
ま
し
た
多
く
の
先
生

方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

し
、
喫
煙
・
受
動
喫
煙
、
飲

酒
、
体
形
、
身
体
活
動
、
食

習
慣
と
癌
（
悪
性
新
生
物
）、

循
環
器
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど

と
の
関
連
に
つ
い
て
報
告
し

て
た
。
研
究
成
果
は
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、

数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

津
金
君
は
、
社
会
実
装
に
も

重
き
を
置
き
、「
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
」「
第
2
次

健
康
日
本
21
」
策
定
の
科
学

的
根
拠
を
提
供
、
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
よ
り
「
が
ん
を
防

ぐ
た
め
の
12
か
条
」
を
国
民

向
け
に
提
唱
し
た
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
津

金
君
は
「
私
の
研
究
の
足
跡

を
良
く
理
解
し
て
く
れ
て
有

り
難
く
思
っ
て
ま
す
」
と
述

べ
た
。

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長

�

鈴
木
康
裕　

63
回
）

多
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
高

齢
者
の
糖
尿

病
で
は
特
に

合
併
症
が
多

い
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
慶

應
義
塾
大
学

病
院
で
は
糖
尿
病
先
制
医
療

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
多
く
の

診
療
科
・
部
門
が
連
携
し
、

糖
尿
病
合
併
症
発
症
お
よ
び

進
行
抑
制
を
目
指
し
た
診
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会

で
は
、
昨
今
治
療
の
新
時
代

を
迎
え
て
い
る
糖
尿
病
と
そ

の
合
併
症
に
つ
い
て
、
特
に

心
腎
血
管
合
併
症
に
関
す
る

最
新
の
知
見
を
様
々
な
角
度

か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
一
席
は
目
黒
周
先
生

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内

科
学
教
室
（
腎
臓
内
分
泌
代

謝
）
専
任
講
師
、
糖
尿
病
先

る
研
究
の
第
一

人
者
と
し
て
の

長
年
に
わ
た
る

研
究
功
績
が
評

価
さ
れ
、
褒
章

（
賞
状
な
ら
び

に
金
一
千
万

円
）
が
授
与
さ

れ
た
。

　

津
金
君
は
、

国
内
外
に
日
本

人
を
対
象
と
し

た
疫
学
研
究
を

長
年
に
わ
た
り

計
画
・
遂
行


